地球温暖化の読み方

成瀬さんの『丸山著「地球温暖化論に騙されるな！」について』に答えて

丸山さんの上記の書は、地球温暖化論が政策となり、膨大な予算消費を来たし、本当に大事な寒冷化対策、人口対策などがなされず、また環境汚染対策やエネルギー対策に真正面から取り組む方向がないことに対する警鐘を鳴らす役割として重要と思います。

まずは一般大衆、メディア、政治家に対しての警鐘ということから、詳しい、正確なデータの表示は後回しにされているということでしょう。残念ながら論理の飛躍や説明のちぐはぐさ、データ出典の不明瞭さなど、本書にはいろいろと問題があることは確かです。しかし、この警鐘が一刻も早く出される必要がある現状を考えるとやはり本書は推薦に値すると思われます。

成瀬さんの指摘した寒冷化問題ですが、本書第３章「寒冷化は確実にやってくる」では、その裏付として５点にわたって記述してあります。５点のうち３点は、古気候のデータに基づくもので、２点はそれに整合的な太陽活動、宇宙線照射量の最近数百年間の変化を挙げています。これらのことは私の書評に記述してありますので、まずはご参照下さい。
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